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「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
お
け
る

休
日
H
I
V
相
談
・
検
査
の
実
施

　
　

月
１
日
（
金
）
は
「
世
界
エ
イ

12
ズ
デ
ー
」
で
、　

月　

日
（
木
）
か

11

16

ら　

月　

日
（
金
）
ま
で
の
１
か
月

12

15

間
は
「
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」

で
す
。

　

こ
の
時
期
に
、
エ
イ
ズ
・
H
I
V

に
関
す
る
正
し
い
知
識
な
ど
の
啓
発

と
受
検
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
図

る
た
め
、
休
日
H
I
V
相
談
・
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

平
成　

年　

月
3
日
（
日
）

18

12

午
前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で

●
場
所　

鹿
屋
保
健
所

●
内
容　

エ
イ
ズ
及
び
H
I
V
に
関

す
る
相
談
へ
の
対
応
、
V
T
R
視

聴
サ
ー
ビ
ス
、
H
I
V
即
日
検
査

（
匿
名
で
受
検
で
き
、
原
則
無
料
。

検
査
か
ら
結
果
判
明
ま
で
の
所
要

時
間
は
１
時
間
程
度
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
屋
保
健
所
保
健
予
防
課

　

察
0
9
9
4−

　

−

3
1
0
7

43

石
綿
関
連
業
務
に
従
事
し
た
た

め
疾
病
に
罹
患
さ
れ
た
方
及
び

こ
れ
が
原
因
で
死
亡
さ
れ
た
方

の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

現
在
、
鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
石

綿
関
連
業
務
の
た
め
、
健
康
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
や
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
の
ご
遺
族
の
方
が
早
期
に
必
要

な
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
請
求
の
際
、
条
件
に
応
じ
次
の

2
種
類
の
い
ず
れ
か
を
ご
請
求
い
た

だ
き
ま
す
。

○
平
成　

年
3
月　

日
以
降
に
お
亡

13

27

く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご
遺
族
又

は
健
康
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
ご
本

人
→
労
災
保
険
法
に
よ
る
遺
族
補

償
給
付
等
の
保
険
給
付
の
対
象

○
平
成　

年
3
月　

日
以
前
に
お
亡

13

26

く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご
遺
族
→

石
綿
救
済
法
に
よ
る
特
別
遺
族
給

付
金
の
対
象

　

以
下
の
こ
と
か
ら
、
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
速
や
か
に
鹿
児
島
労

働
局
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
に
ご
相
談
下
さ
い
。

陰
特
別
遺
族
給
付
金
及
び
労
災
保
険

法
の
遺
族
補
償
給
付
等
の
請
求
が

認
め
ら
れ
る
期
間
に
は
制
限
が
あ

り
ま
す
。

例：

特
別
遺
族
給
付
金
（
石
綿
救
済

法
）
→
法
令
に
よ
り
平
成　

年
3

21

　

◆ 
お
知
ら
せ

お知らせコーナー

～information～

11月

月　

日
以
降
の
請
求
は
認
め
ら
れ

27
ま
せ
ん
。

例：

遺
族
補
償
給
付
（
労
災
保
険
法
）

→
被
災
労
働
者
が
死
亡
さ
れ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
で
受

給
権
が
消
滅
し
ま
す
。（
時
効
）

隠
特
別
遺
族
給
付
金
に
か
か
る
年
金

は
、
制
度
上
、
請
求
を
受
け
た
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、

請
求
が
遅
く
な
る
ほ
ど
受
給
総
額

が
減
少
し
ま
す
。

韻
時
間
が
経
つ
と
認
定
に
必
要
な
医

学
的
資
料
の
入
手
が
困
難
に
な
り

ま
す
。

例：

エ
ッ
ク
ス
線
フ
ィ
ル
ム
、
C
T

な
ど
の
検
査
記
録
の
法
廷
保
存
年

限
は
3
年
間
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
労
働
基
準
部

　

察
0
9
9−

2
2
3−

8
2
7
9

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
入
学
、
在

学
に
か
か
る
費
用
を
補
う
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に

入
学
、
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者

な
ど
で
、
世
帯
の
年
間
収
入
が
給

与
所
得
者
に
つ
い
て
は
９
９
０
万

円
以
内
、
事
業
所
得
者
に
つ
い
て

は
７
７
０
万
円
以
内
の
方
（
世
帯

の
年
間
収
入
に
は
、
配
偶
者
な
ど

の
収
入
も
含
ま
れ
ま
す
。）

●
ご
返
済
期
間

　
　

年
以
内

10
●
据
置
期
間

　

在
学
期
間
内
で
元
金
の
ご
返
済

を
据
え
置
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
ご
返
済
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。）

●
保
証

（
財
）
教
育
資
金
融
資
補
償
基
金

ま
た
は
連
帯
保
証
人
（
１
名
以
上
）

●
利
率

　

年
２
・　

％
４５

　

（
平
成　

年　

月
１
日
現
在
）

１８

１０

●
対
象
校

高
校
、
短
大
、
大
学
、
大
学
院
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
鹿
屋
支
店

　

融
資
相
談
係

　

察
0
9
9
4−

　

−

5
1
4
1

42

ご
存
知
で
す
か
「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
は

１１

１１

１７

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で

安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生

活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る

税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）

及
び
役
割
（
使
途
）
や
税
務
行
政
の

現
状
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と

と
も
に
、
国
民
の
皆
様
に
、
よ
り
能

動
的
に
税
の
仕
組
み
や
目
的
を
「
考

え
」
て
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、

「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
各
種
の
広
報
・
広
聴
活

動
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
鹿
屋
税
務
署

　

察
0
9
9
4−

　

−

3
1
2
7
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「
第　

回
人
権
週
間
」

58

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
、　

月
４
日
か
ら

12

　

日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

10広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

−

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の

な
い
命
を
大
切
に−

☆
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

☆
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

☆
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

　

様
々
な
人
の
人
権
を
守
り
、
差
別
、

偏
見
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
は
、
人

権
侵
害
の
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権

侵
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
方
を
救

済
す
る
た
め
に
措
置
を
講
じ
て
い
ま

す
。

●
第　

回
人
権
週
間
「
県
下
一
斉
電

58
話
人
権
相
談
」

日
時　

平
成　

年　

月　

日
（
日
）　

18

12

10

　

◆ 
案　

内




